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気化器の燃料微粒化特性ほ混合比特性とともに最も重要な特性であり,従来多くの研究が行なわれているが,

微粒化特性に対するェアプリードの効果を直接的にとらえた研究はあまり見られない｡

そこで筆者らは,エアブリードからの導入空気流量によって主噴出管内に惹起される燃料の流動様式i･こよっ

て,主唱出口部において行なわれる燃料の破壊状況を解析し,エアブリードが燃料微粒化特性に及ぼす効果を

瞬間写真,高速度写真や直接微粒子捕捉法によって明らかにした｡

l.緒 言

微粒化された燃料粒子径は燃焼速度と混合気の分配特性を左右

し(い(6),エンジンの出力および燃料経済性に大きく影響する｡

さて,これら重要な特性である微粒化の特性は従来多く報告され

ており,燃料微粒子群を直接捕捉する方法(7)‾(11)および空気中に浮

遊する粒子を瞬間写真または高速度写真に撮影観測する方法(12)‾

く15)などがあるが,エアブリードからの導入空気流量と微粒化特性

との関係はまだほとんど明らかにされていない｡

これまでに筆者らは,エアブリード導入空気流量に応じて主噴出

管内の流動様式が変化し,それにともなって主噴出口からの燃料噴

出様式が直接的に左右されることを明らかにしてきた(16)‾(1S)が,こ

こでほさらに流動様式と微粒化の関係を透明二次元模型および実用

気化器について実験し,あわせてベンチュリ風速,水流量(または

ガソリン)と微粒化特性の関係を定性的または定量的に求めた結果

を以下に報告する｡

2.実験の方針

2.1ベンチュリ気流の圧送

気化器はエンジンによる吸入作用によって,気流流速とともにベ

ンチュリ部に負圧を惹起し,この部分に配置されている主噴出管か

ら燃料を噴出する構造になっているが,吸入の場合は微粒子群を直

接描捉することがほとんど不可能なため,ベンチュリ気流を加圧サ

ージタンクから圧送し,その下流に捕捉シャッタ部を置いた｡

2.2 実験 の順序

2.2.1噴出燃料の破壊機構

空気中の浮遊液滴が気流によって破壊される場合(19)(20)(5)と,

主噴出口部で気流によって吹きちぎられる場合(9)(12)(15)とがある

が,気化器の場合はほとんど後者に属するので,主噴出管内の流

動様式と主噴出口部において噴出液が破壊される模様に着目し,

その状況を瞬間写真または高速度写真に撮影した｡

2.2.2 微粒子群の捕捉

目視または写真観察によって微粒化の様子は定性的にほ判明す

るが,さらにこれを定量的に確かめるた糾こは直接粒子を捕捉し

て,得られた粒子群の平均粒径と諸岡子の関係をグラフまたは実

験式として求める必要がある｡

そこで,粒子の捕捉には棚沢民ら(7)のシャッタによる直接捕捉

法をとり,一方シャッタを工夫して,時間的変化を平面的に引伸

して粒子の分布状況を直接見られるような顕微鏡写真を得た｡

2.2.3 平均粒径の求め方
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シャッタ部に受止めた微粒子群の平均粒径d｡および粒数〃は

次に述べるソ一夕ーの式により,多くの顕微鏡写真から求められ

る｡すなわち写真におけるたくさんの粒子を段階的に区分して

粒 径 dl,d2,d3,d4,･･…･‥･dォ

粒 数 7Zl,〝2,刀3,〝4,=‥･…･秩

のように数えられたとすると,これらの平均値をd｡および乃とし

て,次のように与えられる｡

do=言霊諾
乃=_墾二些do2

‥(し)

..(2)

3.実験装置および実験方法

3.1供 試 品

3･1･1主 噴 出 管

さきに報告(18)したように,主噴出管内の流動様式と燃料噴出

様式の間には定性的に一定の関係があるので,主噴出口部におけ

る燃料の破壊状況を観測するた捌こ弟1図のような主噴出管を用

いた｡

3･1･2 透明二次元模型気化器

主噴出管内の流動様式と微粒化の関係を直接的には握するため

に,第2図に示す横向通気式,下向ストロソバーグ式,下向ゼニ

スストロソバーグ式,下向ソレックス式などの透明二次元模型気

化器を製作して実験に供し,微粒子捕捉時,主噴出管内の流動様

式を撮影して対応させた｡

3.1.3 実物気化器

模型気化器の実験結果が実物気化器の結果と,どの程度一致す
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るかを確かめるために,下向ストロソバーグ式および下向ソレッ

クス式気化器について実験した｡このために,それらの気化器の

主燃料系統のみを生かし,スロー系統遮断,チョーク弁･絞り弁

およぴそれらの軸,加速ポソプ装置,補助燃料装置を除去しまた

はふさいで,単純気化器として供試した｡

3.2 実 験 装 置

3.2.1燃料破壌状況観測

(1)実験装置の概要

弟3図にその系統図を示す｡図の⑥の位置に弟1図に示した

供試主噴出管を配置して,⑦により燃料または水の流量を計量

し,⑱により調節したェアプリード導入空気流量を⑲⑪で計量

して,この場合の⑥内の流動様式とその先端噴出口部における

燃料の破壊状況をR舜間写真または高速度写真に撮影する｡⑤は

主噴出口部に平行気流を与えるための口径24¢およぴ43¢の

Jones&Bell形ペソチュリ管である｡
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第5図 微粒化実験の系統図

(2)マイクロフラッシュの特性

高圧火花放電によるもので,せん光出力5Ws,せん光時間最

小0.8〃Sである｡舞4図の写真はその外観で,目的に応じて1

〃フラッシュガンおよぴ30/Jフラッシュガンを用いた｡フイル

ムは富士ネオパソSSSである｡

3.2.2 微粒化実験

(1)微粒化実験装置

微粒化実験には第3図の装置を改造して,弟5図のようにボ

､ソクスを設け,ガラス窓⑦から目視できるようにし,模型また

ほ実物気化器を⑲に配置する｡一方,ボア壁面に沿う水は実験

の精度を阻害するので,⑲分離器により分離して,別にメスシ

リソダ⑯により計量した｡

(2)サンプリングシャッタ

主噴出管から噴出した微粒子の描捉は棚沢氏らと同様に葬る

図のようなサンプリソグシヤ､ツタを製作使用した｡実験にあた

っては,ガソリソの代わりに水を使用し,サンプリングシャッ

タに内蔵する受止ガラス板に受止液として最適のFBKエンジ

ンオイルJを選定して使用し,またシャッタ露出時間才は予備

実験によって,ペソチュリ風速l机′=100m/s付近ではf=1/70

S,耶′=40m/s付近では才=0.5～2sとしてよい結果を得るこ

とが確かめられた｡実験にあたっては,気温の変化が特性に影
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第3図 燃料破壊実験装置の系統図
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響するので,室温を15～20℃にほぼ一遍に保持して実験した｡

また受止液の厚さほ粒子径に対して適当な厚さを要するので,

I机′に応じて変えた｡

一方,気化器の出口にシャッタを配置する場合,微粒子群の

粒度分布が各風速において,その気化器の特性を代表するもの

でなければならないので,予備実験によりその配置場所を選定

した｡

(3)連続サンプリング装置

エアブリード導入空気流量によって変化する主噴出管内の流

動様式に応じて,主噴出口部において脈打が発生することはさ

きに報告したが(18),この脈打が微粒化特性に及ぼす影響をと

らえることができると非常に理解しやすいので,弟7図のよう

な連続サンプリング装置を考案して実験した｡

3.3 実 験 方 法

3.3.】燃料破壌状況観測

あらかじめ弟3図のオリフィス③の差圧ガに対し,主噴出口

位置における風速l机′をピトー管により測定して,β一肌の関係

を求めておく～つついで各I机′に対して,策1図に示す各種の主噴

出管により,エマルジョン流,ピストン流,スラッグ流,環状流

などの流動様式を生成せしめ,これらに対応して主項出口部にお

ける燃料の破壊状況を撮影観測する｡液の分裂様式は抜山･棚沢

氏ら(7)により,次のように分類定義されているのでこれによるこ

ととする｡

(1)滴状分裂,(2)ひも状分裂,(3)膜状分裂,(4)樹

枝状分裂などである｡

3.3.2 微粒化実験

(1)ベンチュリ空気流量QAの測定
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0α=5J/b

(P)エマルジョン流

Qα=20J/b

Q′=6J/b

第8図

(ハ)

チェリ空気流量¢Am3/minはつぎの式により求められる｡

¢A=6…J警 …(3)

ここに, α:九形ノズルの流量係数

A:丸形ノズルの断面積(m2)

ダ:重力の加速度(m/s)

7′`∴ 空気の比重量(kg/m8)

コ'′--･:水の比重量(kg/ma)

また,ベンチュリ絞り部風速仲㌧は¢Aをベンチュリ絞り部

の有効通気面積で割った値とする｡

(2)水流量¢-Fの測定

弟5図のビュレット⑧の所定の目盛間の通過時間をストップ

ウオッチで測定した結果から求める｡

(3)ェアプリード導入空気流量¢｡

エアブリード前後の差圧から前報(16)の方法で求める｡

4.実験結果とその検討

4.1主噴出口部における燃料の破壊状況

一様な気流中に主噴出口部を配置し,気流流速I机･=0～100In/s

に変化した場合,Q｡=0および0｡>0における各流動様式について,

瞬間写真と高速度写真により,液の破壊状況を捕えた｡

4.1.1恥=0の場合

第8図ほ,(イ)気泡流,(ロ)エマルジョン流,(ハ)ピス

トン流.(ニ)スラッグ流,(ホ)環状流について,ガソリン流

量¢′=6J/h一定とした場合の主噴出口部における液の破壊状況

を示す｡この実験において,(イ)(ロ)は第1図の主噴出管④によ

り,(ハ)～(ホ)は主噴出管⑭iこよったものである｡

写真からわかるように,(イ)気泡流および(ロ)ェマルジョ
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③
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0一川･ 第7図 連続サンプリング装置
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Qα=50J/b

一定(ガソリソ)

仲㌧=0の 場合 の

(ニ)スラヅグ流

¢α=200J/b

30/JS瞬間写真(実物大)

液 の 破壊 状況
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(イ)0α=0(無気流)

(ニ)Qα=50J/b(ピストン流)

(p)0α=0(無気流)

(ホ)¢α25J/b(ビストソ流)

(り ¢α=100J/h(スラッグ流) (チ)¢α=580J/b(環状流)

(′､)¢α=25J/b(エマルジョン流)

(へ)Qα=100J/b(スラッグ流)

(リ)Qα=580J/b(環状流)

(倍率約1.3倍) 針=6J/b,lγァ=12･8m/s,撮影速度2,500駒/秋 気流方向(左)-(右)

第9図 l机′=12.8m/sにおける各流動様式に対する液の破壊状況

ン流では,気泡自体では破壊する力もなく,また合体もしない

で,かにの泡(あわ)のように主噴出管の周りに垂れ下がっている｡

(ハ)のピストン流では,図のように大きな気泡の途中がくびれて,

この部分から切断し,同時に上側の気泡が破壊されて小滴となっ

て四散し,空気中に浮遊する｡

また,(ニ)スラッグ流,(ホ)環状流でほ気液の流出速度が

大であるため,自ら上方に噴出して破壊し小滴となって四散する｡

4.1.2Iアy=12.8m/sの場合

気化器において微粒化の良否が問題になるのは比較的低速にお

いてであって,特に主燃料の噴出始めにおいて重要な意味をもつ｡

この観点から,つぎに主燃料噴出初期にあたるI竹ノ･二12･8m/sの

場合について.各流動様式における破壊状況を撮影観測した結果

を以下に述べる｡これらの写真はBeckman&Whitley社製

3,300こま/秒の高速度カメラの撮影速度を2,500こま/秒に調節し

て,富士パンクロネガ16mmlOOフィートフイルムを用いて撮影

したものであるが,紙面の都合iこより,各流動様式に対してそれ

ぞれ1～2例のみを掲げる｡

(1)0｡=0(無気流)

この場合の液の破壊様式は第9図(イ)(ロ)に示すようである

が,ちょうど岸壁に打ち寄せる渡のようで,(イ)は後縁に打ち

寄せられて,一部摘状になっている｡(ロ)は主噴出管の緑から

ひも状にかかっており,やがて分裂するいわゆるひも状分裂

である｡

(2)エマルジョン流

弟9図(ハ)はその代表例であるが,これは膜状分裂をなし,

ベンチュリ風速が小さいときでも,比較的微粒化されやすい｡

(3)ピスト ン流

罪9図(ニ),(ホ)のように,噴出がほとんど途絶えたと思う

と,つぎにほ突然激しい勢いで噴出し,大気泡が破壊されると

き,その周りの液の塊まりを一緒

に吹き上げるので,滴状,ひも状,

膜状分裂の各様式が混じり,分裂

後の液滴は非常にバラックことが

推定される｡

(4) ス ラ ッ グ流

弟9図(へ),(ト)のように,噴

出の仕方はピストン流の場合と鞍

似しているが大気泡の問には小気

泡の集まりがはさまれているた

め,破壊にあたってはひも状,険

状および樹枝状分裂となるので,

破壊後の微粒化はピストン流の場

合に比べて良好となることが写真

からも想像できる｡

(5)環 状 流

弟9図(チ),(リ)のように,ほ

ぼ連続して噴出し,しかも主噴出

管の内壁に沿って膜状をなして流

れている液がそのまま噴出して気

流によって吹きちぎられるので,

ほとんどが膜状および若干の樹枝

状分裂をなすために,非常に良好

な微粒化が得られることがわか

る｡

4.1.3 ベンチュリ気流流速lアyの

影響

一般の気化器において主燃料系統が噴出をはじめるのほ,耶′=

10～15m′/s付近からで,最大気流流速ほ肌=120m/sに達する

ものもあるが微粒化が問題になるのは,主燃料の作動初期から中

速にかけてである｡以下にQ｡=0(無気流)の場合とQ｡=7.3J/h

(エマルジョン流)の場合について,怖㌦=12.8～100m/sにわたっ

て噴出燃料の破壊状況を1〃S瞬間写真に撮影した結果を第10図

に示す｡図において,無気流の場合が①～⑥に,エマルジョソ流

の場合が･丑～⑱であるが,おのおのの写真から微粒化の程度を判

別しうるのは,①,②に対する⑦,⑧であって,I机′=41m/siこお

ける③と⑨でほすでに判別が困難であり,l竹′=64m/sにおける

④と⑲でほどちらがよい微粒化が得られるかほとんど判別しがた

い｡これらの写真から晰′=41m/s以下では,無気流に対してエ

マルジョン流のほうが明らかに微粒化が良好である｡すなわち,

微粒化iこ対するェアプリードの効果はl机′=41m/s以下の場合に

見られる｡､

4.2 透明二次元模型による微粒化実験

前節に述べた燃料の破壊状況観察結果によって,微粒化特性に対

して

(1)主噴出管内の流動様式と微粒化の関係

(2)ベンチュリ風速I吼rの微粒化特性に対する影響

などが定性的に解明されたが,次に弟3図の装置により,第2図に

示した各種透明二次元模型気化器について微粒子描捉実験の結果,

次のようiこ微粒化特性を定量的には捉することができた｡

4.2.1横向通気式模型におけるQ｡とdoの関係

Q｡=0～1,000g/hに変化し,I机r=50m/s,Q仲･=6J/h一定とし

て主噴出管内の流動様式を種々変化させた場合,各0αに対して

数回微粒子捕捉実験を行ない,(1)式によりd｡を求めて,¢αと

doの関係をグラフ上に示すと第11図のとおりである｡図にほ,

各Q｡に対する流動様式および微粒子捕捉顕微鏡写真を併記した｡
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lγI7=12.8m/s

Ⅳァ=28m/s

1アF=41m/s

lyI′=64m/s

IγI･=83□1/s

lアIr=100m/s

¢〃=0(無気流)

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

(め

(勤

⑲

⑪

⑲

¢α=7.3g/b(エマルジョン流)
Q′=6J/h(ガソリン),1/∠S瞬間写其,気流方向(左)-(右)(倍率:約1.2倍)

第10図 微粒化に対す る 晰′の影響
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① ¢α=8.3J/h(気泡流)

① Qα=0(70=136JJ

⑳ Qα=4ウリ/b(ビストソ流) ③ Qα=186J/b(スラッグ流)

(a)洗 動 様 式

② 0α=4‖/h do=131J`

1-.r｢～■.r一…卜■..1..■+0

<U

爪U
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2

(
ヱ
b
勺
寧
■
彗
≠
こ
〔

髭琴

③ Qα=186J/b(70=133/!

(b)微粒描振田徴鏡写真(倍率:30.4)

簸鷲別(譜;0人

ーーー1-R流動様式

0 20 30 4050 100 1,000

ェ7アリー｢カ】.t〕の導入空気ミ就呈Q｡(トノh)

lγァ=50m/s,Q『=6J/b一定

(c)0αと doの関係

第11国 境向通気式模型における¢｡とdoの関係

図においてQ｡の変化によって主噴出管内の流動様式は変化して

いるが,平均粒径doはほとんど変化しない｡これは主噴出口部に

おいて破壊された粒子群のうち大粒子は気流に乗らず,ボアー壁

面に沿って流れ,中または小粒子が気流に乗ってシャッタに受け

止められるからである｡以下図中の記号について説明する｡

流動様式において,β:気泡流,P:ピストン流,5:スラッ

グ流,R:環状流などの記号であり,また,脈打判定において,

その程度を示すのに,脈打小から大に向かって○,□,△,×など

で示し,それらの中間程度のときは(′)を付して表わすこととした｡

4.2.2 下向ストロンバーグ式模型におけるQ｡と坑の関係

前項と同様に,Qαの変化に対応する微粒子捕捉顕微鏡写真と

Q〃-d｡のグラフを第12図に示す｡図において,平均粒径doは

¢｡=20～100g/bにおける気泡流ないしピストン流において最大

となり,その後¢｡の増加に従って小となる｡

4.2.3 下向ゼニスストロンバーグ式模型におけるQ｡とdoの

関係

弟2図(3)の模型におけるQ〟の変化に対応するdoの変化ほ弟

13図に示すとおりである｡この場合は耶′=100m/sについて示

㊨ Qα=620J/b(環状流)

④ 0α=620J/b do=131′∫

した｡

弟】3図より,Q｡の増大とともにd｡は漸減するが,その差はわ

ずかである｡これは前説において,主噴出口部における燃料破壊

状況観測結果から,l机′≡60m/s以上では,Q〝の影響がほとんど

見られなかったことと対応する｡ただし図において,¢α=50g/h

前後で燃料噴出の脈打が大となり,それにともなってdoのバラツ

キが大となっており,この付近の現象は相当に不安定な状態にあ

ることがわかる｡

4.2.4 下向ソレックス式模型におけるQ｡と吼の関係

弟2図(4)の下向ソレックス式模型において,怖㍉=50m/sお

よぴ70m/sとした場合の実験結果を弟14図に示す｡

本模型では,他の形式に比べて¢｡の効果が顕著である｡また,

捕捉実験中流動様式の観察結果は¢｡=20J/bにてすでにピストン

流となり,¢｡=50～100g/bにおいてスラッグ流となり,主噴出口

部において脈打が観測されたが,その脈打の程度は他の機種に比

べて小さく,そのために微粒子描捉実験結果においても,doのバ

ラツキ最大を示した0β=100J/bにおいてすらdoのバラツキは約

15%程度にとどまっている｡
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庄)¢α=0(無気流)
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第12図 下向ストロソバーブ式模型iこお【ナる ¢αと d｡の関係
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第13図 ■F向ゼニス･ス=ン

におけるQrJとdロの関併

!モー▼--R;舶ル末J】､

い)00

(壬｡ル1)

ミーグ式模型

この理由はさきに報告(18)したように,主噴出口部が分岐管と

なって流れが絞られるために,¢｡=1,000〃hに二凱､ては､主唱H

口部における噴出速度が約70m/sにも達するため,ほとんど噴

霧流に近い状態になっでヾ､るからであろ.=.

4.3 脈打と粒度分布状況

脈打発生時の流度分布状況を調べるために,弟7図に示した連続

サソブリング装置をj訃)､て,下向ゼニスストロソバーグ式模型にお

ける弟13図の¢〟=0,50,600J/bについて,モータで送られるベル

ト上に乗せられた受止ガラスに約100m皿にわたって捕捉した微粒

子群を顕微鏡にかけて,視界を隣接させながら移動して撮影した写

真と,これらの写真から求めた粒度分布を弟15図に示す｡囲におい

て,①は粒度がやや大であるが脈打は比較的小さい｡㊤は非常に激

しく時間的な"むら”をなしており,これは脈打が大なることを示

す｡このことは弟13図の0｡=50〃hの測定点を見ると,数回測定
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第14図 下向ソレックス式模型における0αとめの関係

したdoの値が相当バラツキ大となっていることに対応する｡また

③は,舞13図のQ｡=600J/hの点に対応し,時間の経過に対しては

とんど一様な粒度分布をなし,脈打が小さく,一様な連続噴出をな

していることがわかる｡そして,これらの場合における各主唱出管

内の流動様式はそれぞれ,無気流,ピストン流および環状流である

ことは前に述べたとおりである｡ここに,時間の単位はグラフ上に

写真と対応して記入したとおりで,左から右の方向に見る｡ニラLら

の図からわかるように,Iル=100m/sのような高速でも,目視では

見られないが,実際には相当に激しく脈打をなしているこ上が明

らかにされた｡

ん4 実用気化器による微粒化実験

前述の模型による実験結果が実物気化器とどれはごし′〕.i別ユ性があ
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第15図 脈 打 と 粒 度 分 布 状 況

るかを確かめるために,以下に,下向ストロソバーグ式および下

向ソレックス式実用気化器を改造して単純気化器として実験に供

しナニ｡

4.4.1下向ストロンバーグ式実用気化器の場合

0阿′,=6J/h,l机･=50およぴ65m/sの条件のもとに,各Q`～に対

する粒子捕捉結果の顕微鏡写真と,これらの写真からdoを求め,

¢｡-doの関係をグラフiこして弟1る図に示す｡

図において,0〝=50J/h付近でdoが最大となi),0♂がさらに

増大するとともにいくぶん減少する｡この関係は4.2.2に述べた

下向ストロソバーグ式模型の結果と非常によく一致している= た

だ,脈打の最も激しい時期が模型の場合よりQ｡のいくぶん小さ

い値のところにあるのは,主噴出管の内径が模型の場合の6¢に

対して実物気化器の場合は3～うと細いために,流動様式およぴベ

ンチュリ気流の主噴出口への食い込み量が異なるためであるこ

ん4.2 下向ソレックス式実用気化器の場合

ソレックス式気化器では,一般に四つ足主噴出管と八つ天主噴

出管が実用されているが,両者の実験結果はほぼ類似しているの

で,以下には四つ足主噴出管の場合を詳しく述べる｡

80
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ハU
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0
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l
U
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4

2

0

(1)ベンチュリ風速耶′と平

均粒径doの関係

I机′を変えて,MAB♯0およ

び草200の場合について,微粒子

群を捕捉した顕微鏡写真を第け

図に示し,これらの写真から求

めた平均粒径(′0を,Iγrを横軸

にとってグラフに表わすと,弟

18図のとおりである｡第17図

において,各l事1一に対してMAB

善0の場合とMAB#200の場合

では,明らかに粒子径の差が見

られ,また第柑図から,l机′の

増大によりdoが急激に小さく

なることがわかる｡図には,四

つ足と八つ六の特性を対応さ

せ,かつ前に述べた壁面に沿う

享夜の量¢打ノ'または¢′′をプロッ

トしてあるが,その量が意外に

多く,気化器性能改良のため着

目すべきことがわかる｡

またここでこ三.1机′に従って

¢什･が漸増している場合の実験

結果を示したが,¢Ⅳがどのよ

うに微粒化特性に作用するかを

明らかにすることが結果の判定

に必要である｡.

(2)水流量¢Ⅳとdoの関係

四つ足主噴出管について,

l机′=40m/S一定とし,MAB

#0,草100,葬200,蕃280とした場

合のdoに対するQ肝の影響を第

19図に示すこ

各測定点において,相当のバ

ラツキがあるが,これは燃料噴

出の脈打と噴出燃料およびペソ

チェリ気流の横方向の振動し21)

に起囚すると考えられ,実験中その状況が観測された｡図にお

いて,MABの大きさによってdoに顕著な差が見られ,♯0と

#280とでは約40%の差があるこ 一方,¢ローの増大とともにdo

は大となり,¢打=2g/bと10g/′hとでは,MAB♯0の場合約50

%,MAB#200の場合約40%前者のほうが〟0が小である｡す

なわちQlyの影響が意外に大き√∴ 気化器の良好な性能を得る

ための指針とすべきである｡石神,田中氏ら(こヱ)の実験で¢αの

ある一定の値でdoが短小になったのは,このOII▼の影響による

ものと考えられる｡

(3)ェアプリード導入空気流量¢｡とdl)の関係

これまでの実験結果ですでi･こ示されているが,さらに0〃と

doの関係を明らかにするために,¢”･=10J/′h,In′=40m/s一

定とし,¢〟を変えて微粒子群を捕捉した結果ほ第20図に示す

とおりであるが,Q｡によって顕著な差が見られる｡また¢肝を

2J/h,6J/hとした場合とあわせてQ｡を横軸にとってグラフ上

に示すと第21図のようになる｡固から,0川-の大なるはど¢｡

の影響が顕著に見られるが,これほ¢---が小なることと¢｡が

大なることとは,主噴出管内の流動様式に対して,だいたい類

似の効果を持つからであるこ
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lアァ=40m/s(プ0=495/`

(b)MAB♯200の場合

IFァ=401n/S(70=358′～

② 0α=36J/h(ビストソ流)

do=224.〃
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第16図 下向ストロソバーブ式気化器における¢〃 と d｡の関係

阿ア=60m/s(70=別0′一

IアF=60皿/s(70=184/′

lyァ=104皿/s do=糾〃

IFァ=104m/s do=54J`

㊥ ¢α=488J/b(スラッグ流～環状流)

dD=186J`

仰rF=135ms do=67Jl

肝I′=135m/s(才0=52〃

第17図 下向ソレックス式気化器における帆と銘の関係 4つ足主噴出管,倍率30.4
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第19国 下向ソレックス式気化器における¢打とdoの関係

5.緒 言

以上に述べたように,初めに主噴出管内の流動様式と主噴出口部

における燃料の破壊状況の関係を定性的に調べ,ついで各種の模型

気化器について,主項出管内の流動様式に及ぼすェアプリード導入

空気流量¢｡の影響を観測すると同時に,微粒子群を描捉して,¢｡

が平均粒径d｡に与える効果を測定し,この結果と実物気化器の結果

を対応させた｡これらの結果を要約すると次のとおりである.｡

(1)燃料破壊の様式は大別して,①滴状分裂,②ひも状分裂,

③膜状分裂,④樹枝状分裂などに分類され,従来良好な緻
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第21図 下向ソレック1気化器におこナる¢｡とdoの関係

粒化を与えるといわれていたェてルジ■ヨン流は,①と③の

分裂様式をとり,比較的よい徴粒化が得られるが,環状綻

ば⑨と④によって最良の微粒化特性を与えることがわか

った｡

(2)高速度写真や瞬間写真によって,微粒化が問題になるのは,

気流流速晰′=60m/s以下の場合で,中低速においてエア

ブリードの効果が必要なことが明らかになった｡

(3)透明二次元模型による実験結果から,流動様式によって脈

打を伴い,粒径のバラツキの原因となっており,一方各形

式によって平均粒径dけに対する0〟の影響は異なり,横向

通気式,下向ストロンバーグ式の場合ほ効果が少なく,下

向ソレックス式でほ療著な効果がふられた｡

(4)燃料破壊状況の観測から得られた督性的結果は模型によ

る微粒化実郷結果とよ･:一致していることが明らかにな

った｡

(5)連続サソプリング装置による傲粒子群の粒度分布写真によ

って,脈打による弊害および良好な微粒化特性の長所を如
実に表わすことができた.｡

(9)模型による微粒子実験結果ほ実屑気化器の結果と非常によ

く一致しており,微粒化に対してェアプリード導入空気流

量の影響もさることながち､液の流量が微粒化に対して意

外に大きく影響することが明らかにされ,気化器の性能改

良に対して一つの指針となった.こ.

終わりに,本研究の実施に当たって,終始ご窓掛こご指導賜わっ

Qα=280J/h do=338/と

lアγ=40m/sec,Q打=10んr'h.4つ足主噴出管(倍率30.4)

第20図 下向ソレックス式気化器における ¢αの影響
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た東北大学坪内為雄教授,有益なご示唆を賜わった棚沢泰教授なら

びに終始ご激励賜わった日立製作所多賀工場白石正邦部長に厚くお

礼申しあげる｡
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特 言午 の 紹 介

ド ラ ム 型 フ ラ イ ン グ シ ャ
ー

一般にドラム型フライングシヤーとは,弟1図に示すように矯正
機5から一定速度で送られてくるストリップコイル6を,モータの

回転力をだ円歯車の変速装置を介して作動する下ドラム2と,該下

ドラム2に連結する下歯串12,上歯車13を介して回転する上ドラ

ム1とに植込まれた刃3によって所定の長さに切断し,ランアウト

テーブル7によって送り出すものである｡

しかして従来のこの時の切断長さ調節は,ストリップコイルが一

定速度で送られてくるのに対して変速装置によりドラム1,2の回

転を遅らせて長さを調節する場合と,ドラムの取換えによって刃先

円周径を変え長さを調節する場合とがあった｡

しかし前者においては,刃物とライソ各速度を切断時に同期する

ためのだ門歯革による変速範囲が広くなり,変動トルクを取消す神

助装置がきわめて大きくなる欠点がある｡また後者においては,高

価なドラムが数個必要となるばかりでなく,長さ調節のたびに手数

をかけてドラムの取換えを行なわなければならないなどの欠点があ

った｡
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本発明は,上記の欠点を解消するためになされたもので,弟2図

に示すように,下ドラム2に連結する下歯車12と上ドラム1に連

結する上歯車13との問に,上下ドラムを反対回転させるように偶

数個の歯車14,15などを設け,該上下歯革12,13のどちらか一方を

上下移動可能となし,しかして,この移動にともない該ドラムに植

込まれている刃3を上下させ,前記ドラムの刃先円周径を変化させ

ることによって刃物の切断長さを調節するものである｡

本発明によれば,従来のように補助装置が大形化したり,ドラム

の取換えなどの手数を要することなく,容易に切断長さの調節を行

たうことができる｡ (郷古)
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